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第１章 測定と評価：妥当性（validity）と信頼性（reliability） 

 

 

１－１ 統計分析を行う前に 

 

1-1-1  測定と評価のための統計分析 

  教育・心理学分野の仮説検証型（hypothesis testing）の研究では、適切な尺度（scale、

質問事項やテストなど）を使って評価（evaluation○？）をする。 

 

1-1-2  測定の二大要素：妥当性と信頼性 

 

高い妥当性、低い信頼性   低い妥当性、高い信頼性    低い妥当性、低い信頼性 

 

 

 

１－２ 妥当性の捉え方と検証法 

 

1-2-1 伝統的な妥当性の分類 

1966年、米国教育学会（AERA）、米国心理学会（APA）、全米教育測定会議（NCME）の

合同委員会による妥当性の概念の整理 
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predictive validity ○？      content validity ≈construct validity ○？ 

 

1-2-2 新しい妥当性の定義： Messick [1995, 1996] の分類 

 

 

1-2-3  多特性・多方法行列分析法（multi-trait multi-method analysis: MTMM） 

同じ受験者に対して 2つ以上の特性を 2つ以上の方法で測定し、相関行列分析を

使って収束的妥当性（convergent validity → monotrait-heteromethod 

correlation）と弁別的妥当性（discriminant/divergent validity → 

heterotrait-monomethod correlation / heterotrait-heteromethod）を満たしてい

るかで構成概念妥当性があるかどうか確かめる。 
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1-2-4  波及効果 

 Messick の６つの側面のうちの一つの結果的側面に該当する。 

テストが教育機関や社会に与える影響（impact）。 

 

 

１－３ テストの信頼性 

 

1-3-1 信頼性の定義 

 得点の安定性あるいは一貫性 

 

1-3-2 信頼性係数の推定方法 

 

 

 

 

 

 

 


